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平崩宮旅28.29,33次奔掘調査概要

奈寂園立女イと蹴術免浙辛城宮琳交極調査郊 |ぶ  瑶秀ビ7/拝疲の待辱1文

疎「 平成彰麻Jり発糠調査と,第 買デ求以降諄 ヲ渉ズ↑奄おこなってい

る: ここて |よ 請薗蒙七b在 零〕又氷にかぐっ心こ髪 宅♂淑´2夕水

Ⅲヨ,ス ,ク 攻 にっいて′その概零七教七する。才k)皮 文補え調査も時

七諏をする。

第ヱz氷調査ド霧/氷 7V家捉柔批滅の西!仰1 第ヱタ水体兼面諭F可 厨里

髪〕θ放は場羅友内妄末似|の ウト郭J北宏て裕こなっk。

以上の各衣蒻|の朝査尤
~K_′

発扱面叛 る́釧宙!◆氷象紗瓦 りてヽあろ。
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_ ///す 、必

零 ぅか 氷 g tt A ρ 一 留、A/ 争ど、汐演 イズ タ 12タ

I 痛28畑胃査

鋼査滋擦 |ど  佐孫こ光の衡にみ寸tろ いちだん仏い区成であつて 夕/1‐睾す

井え J卜為し 零́ /次 内亥亮免之域の薇似|で 多ると

譴薪とレ(体 ′斎′土拡ρ應お＼フ瑚13余 を絵公 したにづごなかっすで。

魂扱批減ネ祈て|き ,諭〕とに丈ち紳lθ ハ >彦 今3-A`構 PgR潔 、≫すえD

とSAョ ンヂョーB`序 聞マンす乳)を 宝茨し{戒 公しにっ

歩た  こ米らから苗へ灼 クど独 1ぶ なれ{ 碑ユしのラ船 ;ハ ぅ″すすて構開

マタι)方ミあつ |く 。

本北戎向郵 は宋覇 さ)豹 /乳 |よど代く´来 か けに´発振セ擦タトトをが
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丁各驚)と斎 3Dヨ ヌマ;〔 矮狩 ラ先 )が ある。曲方からこの藩 |〔 注ぐ宍凸

溝 支 祭 言 つ ,歩 参 9(協 豹 赤字 2),Spつ き タ タ (陽 々 /ど 次 う ヶ■ _毛

φ未1部 で土蒻SK夕 彦θ,に かって勝とんど荻表ぐ
´
イ (tゝ る。

上宏SD3が ,Stご  董複 し券素する土ITAが みとぅ,こ 奪った乳ので″弓

郵的に毛しい重のヌ薙核上液然した.Wi平 七う|ナ て広るだけとのこすニ

冷斎 3つ o,デ タ|ど .漆 虜口とみぇら共ろ場新に今孝作 りの木私光識の

ちろところから,堵渠であったことが権系これる
"

そのィみあ` ,発楊tt拭 十共に I孝ボに営る嘉0つ 夢彦ダヶ (幅 宏ど笈 )

と白瑞に乾療タトに走びろ末凸嘉δp,∂ 字/がぁろ。

乎或宮メ前かと疋わ率ろ逮林 (´ 委掻雄ズ†扶と斜めによごる蒲§p

,3字 つ (囁釣 スど盟)があ ,´ 嘉なかけ券生式後期の主碁片を校公b

代。

然上漉物膵′ないが′むもなものとレ‐´南〕Ltt s D ttβ 又ぢ`から末

叙言巧姶未完成岳 /塗 木毅漆羨柄霧 木衛 夕す点があるとそのイ&力 土`

碁′兵髯と円庭・痔があった.

以上の養抵精采から _麦麻の性格をンI断 すること|∫ 参ず小 ♭(｀ 。竜杵´

芝物がさゎめて分なぃことが当戒虜の持微であり′さらに今森の時審乾

残の詞奎茂系をどっものとあろ "

亜 霜29次証麿 束面南門嵐辺
調 査 風 域 眸 ´末 働 畜「耳(的 薦 )を た 位 置 と そ の白 側 一 帯 く あ ろ ぃ

奄 鬼した装格 |よ 麦物 ヱク椋 /́HIF/◇ 粂 捺́北 R条 ″斎 ヱふ衆 ´土協

民ヶ首 注穴薪である。この北成一幸は,たとが蒙詢芳向に僚斜 しく倉

り́ か 歩り大がか りな輩光べ裕こなわpltて い代 ぃる童療 lξ複雑 に宝券 )‐

あってしヽろが′夕期に大Zlす る ことがで主ろ .

ハ錦  末 血 太垣 (S4字 ■ ク ο )准 凸 朗 雨 為 ち 病 ′糞 物 又欺 (gB″

S♪ /′ d5々 ,ク 凄 )´ 糾 /余 ぐS冷 夕=3ク ):斎 3条 〔 sp支 ●

'夕
″ Sp玄

'う
す,d D ttδ 夕す )Lこ r70娑月に当玉 る こ ち が で ころ 。

大乏 |ぶ松 り込 穿 池 1多 が 今苺 ンと'〔 お り′楊 り塗 み の派 苺 「◆為 ぅす ヮtで あ る。

-2-



この芝F//勝 F́qTHえ 位竃のI14惹 でく つ■お り′発の輛 分(末 に祈れ むバる

可能性があ る。

♭期  斎 b祭 (s,デ ィ /ο ′ S抄 ク,介 彦: § Dク )分 夕́ さ D々

テタど  ́sD玄 ど ″ク´ SD家 う彦ど )´ 貧身笏b― 林 (Sワ ″〕 ,ま

SB女 )イ 0″  S5支 夕 争 /´ 3う ダ )ク マ  ́35夕 ぅ クす),糾 ― 飛「
dス タδ∂ ク )が 考えら推 る。

じ筑 gレ ,字 /っ の百伊|で 各滞に皓乗尭萩七椋みし入ので′ここに

荷北芳宙に乗尤≒の構築物が存在したと考えられる。みお′このとに

糞物 字涼 (S3夕 ●ィクフ §Bク ●介2 S3ク ぅ 〆おフ sD夕 =夕 γ)

′相 泉条 (sA/δ ●3′ sハ タ3ど ο )屯本期に当 てろことが可能で

つあ .       f
Dぷ  =孝 なわ の体ン葉物 /球 (s8夕 sど 夕)´ 揺 夕条 CsA夕 ,●

買 ′ SX玄 )δ ち ´ δ Aク 〕 〕 ァ ′ ゞ ハ タ デ ノ 3)′ 土テ広 /ヶ 新

`S llK々♪笠之)く あヽるじsハ ク,y々 とSハ 7,,と みにはさぷイt々 部分に !よ

今4り の汝の主物のヽのとみえらなない柱入があ).こ /tお 当サRで あろ

フ a

蓋勃 spぅ 7/ο に売→ともつ く″木歯 ′土碁´ス´木裁 島4ゼが

数上 したと上紘

`SX字
テすす )モ 憾和鋼 学等の午号のある水商を演次

しk.術募なものと して ′上鐘 ′フィゴ .鉄寿がカ リ′との多 くがD期

の土広採 らの檬ムである こ

メ土 ン芽宅タラk発栃調査で体´尤砥内で来向諭Fl准 考えられるえ幕が

絞銭さ凛4か っに。

ひしろ´鞣 武上の猛田からみ文ると´太垣び推筵茉薇諭FHの うと売参で疋

び ′ごらに蒙芳 へ折オをどがる可能性がある。

素蒻 の蛇域の今路の発機朝査 が朔肴さ承る。
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五 猛32次捕尺調査 宮躯凍南円

芽 デ撰デ(秀柘調査 |さ 覇葉 戻夕巧湊ブミィッくx教 叢に鮮なう孫え都全と し

く′すて に宮戒束芹i円夕卜υlの 末一粥太路 ″こ条衣路の衣＼魚
―c捻 こ珍っ

たが´今回勝毛の補乙調査として´宮内末詢冊の発掻と崇遊 した。

稼 Aし た

'も
奪芝梅 1参 ′酪箇太長と採比ノ余ン建物 又凍´糾 ,粂 ン蒲

ケ祭 /淳 字ケ汚であるヮこ率うの盗稿は本こくえ笠Hに 丞51す ることが ´

桶位的に可能
~6み

る。など ´土´下面涌で |口 北家穐 乞報今衛に確認でミ

に。

之補

A蜘  この蜘に属 するもの|ホ 臨盈大魁 ′採尭 Y蒲 なゼ
｀
おヽある。畜薇大

ゑ (§ Aク /演 ο )1奪 探批本体 ′犬丈 りが 湘平さ*モ いたが ″基沐莉 〔

中 /〕 尺 )と 北つ|の 開拷ち粛を確認 brこ じ

大遁 +｀ ら豹 字ο【Jbに ″太延と立行に乗北 (§ ハタ /す θ)の 基倉郡

と絵】しkぅ 「″/∂ 天(上 格 )熟 寡北閲めち,こなわず :批 h之 背19宏

しく麦っ―(お り´ |ロ セ象面より豹 /ο フ の高苺痣哀存 していた。

姜尤体特に来穆1で帝1平 が し`ち じろしく,来端の状撫 1手 下
'H■

みる。

擦批 にぃ′岳1え 注をもつ稼Fl(S,ク /す 争 )が代表 ぎ熟(お り́ 注間

寸法 撃 /O尺 であると この探批 に取 りっ くとみえてよい祁 (ξ ハタ/タ

ミ )Ъ 城 ハした。Flの 凸芳に向北海 (θ ,メ /ア ∂ )があ り´秦荘部分

そ |で 嬬棄ろ奪ってお )1 大姫 の丙猪ち薄斥荘 (ヽ でモヽろ,

8郵  この芝月に馬する菊の |ホ フ登協又林 押 ノ粂´病 穿飛´炉諒 字ヶ

†府4じ である 。

傘ず´衡薇太拒 は太苺く修惨こ*′ 基壇中1中 L穆|{約 /ο 尺縮象苺准´

天丈 りに相 当する郡分 に1暮雅そがあろ 。由落ち斎 |よ ご く,|ヽ 現接 4も のに

奪つくいる。大担のこの修像にと乳なつ―て北確‖ttム亀 題に整北遵江この

整地面に葉物 ′ザが作ら十玉〔`ち .

葉物 |す 茂石 を依 つたものであちコ庁撚 Iさ 奏払北減の凸端コに字ヶ前捺然 b

た・bの で t́＼ ず氷お雅滋為 に楊 り違んに大の嵐の郡会が残為 う´この部
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今博粛、ヽりく烈をぅ けて、′`る。・A7森平付江riキ  七/.ソ 茸f.争4;t,ケ どt狂 えし

た。こ率らの琴奮停茶榛埼パホ蝋かち専孝時ヽ 初銀のもT)と づらことが

でヽ苺ろ。

整物  /Fk戎で ,木衝 ″頁 ´上る ′全馬る  本殻 酪などを椋 独 したが ´

特 に木 飾 |ょ 大垣 こと苗洛 う蒲お ノ万意以上劣上 し ,大部 分が式獅 省関係 の

おのである。かた金扁琺島|よ 幸́争寛衣謂奮の豫 ゥ́ト姦から大量に殺虫

した帯金呉 ェ́學 ″鋳 |)金壊 修どと同標4め のを彩敗誕めるこもボ■ヽき

る°どたンフイゴ 飼舟どど
｀
の銭土勤身く.す が宮成のあ場権の工島と

蘭瑳 したものとをえら米ろ。

V窮 98友誕

葬,3次調査 体´葬買淑 内姦末図のルト郵郡 にあ々 り́ 咋軒歳の第 2ど

水調全光滅 を匡形に田参施減 でおこなっ々。

椋公 し代 おもな麦格膵 雅る貴物 粟 搬主柱麦物 /ο´ 秦tt嚢′糾 ●́

済 支′壬る茨撞踏 券声ながである。これら進幕は,A・ ら,CiDの

僻ば牛凱 につけモ連遊さ氷たと幕ることがで苺ろ。

ハ蝋  ハ塀 の透薄には,南ヨヒ笑尤 フ末西系地 ′その角にと りっ く盆

物・閑 絞́る塗物 ′楊立注登勃 溝́′端乗等である .

粛JL鞣 北BAク つすお´す~C・

ィ`こ修 /3汝 ′千 /?女 ′等 泉/友掘査 の

際織宏した姜段友内家の外郵
ドをめ ぐろ宋戯策光 の由廷象都 にあ葎ろθ

第マ必友調査の分とみわtる と´柱聞 c潔、アク独 )ヌ /FBH分 を桧公♭た

ことに4/D。

この探叱と内家内菊を団ら鉄鬼目痴の束
~m踊

をつ審ぐ束蔵探蛇 SAタ
ス30わくみる。 このSAク f2'つ とδハ クつすの津統郵汐卜蓼1に労 ノFaHの

松石建物 d房 //潔 /す (注聞炭 ヮす″ )を 状公 した。

爵樗のごと楚定物かと應われる 。きた Sハ ク買 ,∂ lt Sら 輩又/↑ おヽち

有 字独凸へ 1奪 な来て FH e 5ク ?,す が開、ヽている。す間以上 X夕 蘭の帝

」ヒ稼束凸廂付蔽 石葉勃ド柔裁 δAクοすから凸へ衡 どれはなな絞公 bた。

この柱問 (ク、″ずれ D膵 ´墓核 内で努えした麦修のうち ´未雀 F耳 にっぐ
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ム t＼ も のであろ。 S膠 夕 θοDの 凸に´臓 クれ の二石教垂 埓 3Xク ァテす

をへ だてて´泉闇 ×夕FgHの 酌北 に象 い等 翻の基物 δ Bマ 足夕ο (桁 竹

ヌど言″ι ヌ flす、アク2)が |あ リンえの北 にFPT現棋 とおもつ‖零夏萌 X

,蘭 以上の主7/Jd B,今 歩ο (ヌ 行 気タタタt)が注 聞 ァ、すFgI介 をへだて

てkっ ている 。 これ l‐ 1な 講 汐`らク闊 冒 I毛 聞花卸 バある。

諭孝斎 |よ こ*ら 貴物 のミ芳 也々ぐつてお り,末 面斎 Spィ 又クοに注 t｀

モヽいろ 。その |】 か 第 又ど水液 公 のS8)ク ∂0の 敵嘉 愛象縁上に 凸口Ⅲ注

巧|1追 お く 又 固 x3間 の 洵 】ヒ粽 GBゃ ?ど ,ご 桁 行 タ タIP4.采 衛 々 彦友 )

があり′苺うに柱 PBR買 すど夕との束凸料 gA夕 衆玄すがある。

末苗粛 sレ タ良支οlよ ′捺比回獅入り踊からく告4ろ 肉姦占評の∋
'】

く声と

ぇわ糸ろわので,SB,す テρの前で許績 し こ́ちに茉Fnし て未凸築地

に考つて内霧汐卜郊外へ迂びている。この蒲 Iよ 柔此δハタっすの下特(よ ふ

ろ療の席柔になっており 回蔀卜秘ずろ郵分で|◆ 稼在紅んで幅 彦θ夕の

時環になっている。

お毛らく|コ肺手お同じ痛上であろう。ごの賭妥のケトド獄石と捏1箔 に演承

名切るを爾t｀ ‐いろ。他の都今でも溌灰落紛末およびt7J石桶ド線床があ

り′詩全外に流灰落の切るt依 閑しkも のであろうし

B菰  撥立梅長幼又粽があろ。第夏ど水の調査{一部を発見レk詢

」ヒ林sB夕 分又つ てIFT肴 /像 寮多lj課 衛 /iイ 犯 )博 SD字 2ア つとS

8,今 〕つとに重複して粛司ヒ端t族銭しク闘×す聞と摯キFhし たぉこの堂

物修身今の束尚 |て 廂 (界濁麦、アクタし)が つき ,さ らに沫修|へ孫蒲
`采

聞

)、 夕7/1)がつ い て い る 。 S8,す 又 つ の 奇 突 ク ″とで す FDH× 又「EHの 衡 北 椋

35ク ユク9を /1e公 口t。 凸例注るII(ホ sB),烹 οの間蒲 f■
ll柱 に揃 え ャ

束切1注 ラ1(`発 の専柱ラ1に新 えている 。

c tt  c遊聯 dゝ t3多 今多つに空縁 するヌ商 Xす FsIの 白地稼 sBぅ す

●ο (精行 /佑 夕2界 行 すと2)/萩 のみである。ゃや蒻αが 光て凸へ

▲糸{じ る。

p郷   技練 の振立庄 茫物 と♯デがあ 7p。

支 FBH× す fal σ〉茉 凸 泳 さ じ タク う。 (オ行肴 /i女 す れ ´栞 荷 皐 宅 π )Ft S

―

`―



Dク θすあ粛端で築尤雨考為 ら`弱へ /ルとr7Bと ころで椋式した ,

黒間 XR聞 の奇北旅 ξ5ク 表すo(祐行 タウみ
′
フヌ衛夕沙叛 )∩ 凸Ci注

夢吋tSC膨 ,タ ヨつの尋孝建i夕1遂揃完ている。さらにこの又様に苗ユ/Tkて

方 スマ脅のキ戸 Sニ ク泉う
｀
少がある。

#戸 4体 警́水 ′床技の様胴撒奄ある。

宏土芝物 |〔 |ょ ´罠″由心 ′土活がある,だもなものとしく |よ ´こ石攻

逆路 sx々 又晟す上発欺十 片の二彩維「I‐4育 があ り 茉砥禁尤δAク ヱ多ο

の障図で 1ホ狩矢賃 (ど 〕//・ )・ 労平頂 (ど どどメーレ)が女互 に並ん

で乙標か らず り発与体小たちで発 見さみた D回氏 に捺ム もた大量ρ ttI

平襄に 1手 ′司 。矢 "園・イ珍・る ‐自・望・理 の該‖押があつアミ。   ・

今 回の調査で検ムした竜構のうち 童遂時襲 が嵯長でミろの応A現で

ある 。この銀の麦物が烹、グ
`夕

を(左多ヌ /D入 )を ヱ奉とした等聞であ
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